
 

 

 

 

 

 

 

デジタルを活用した学びの推進について 
副校長 平岡 誠一郎 

 

本校では、児童生徒一人一人の可能性を最大限に引き出すことを目指し、デジタルを活
用した取組を行っています。 
Ⅰ部門では、GIGA 端末や一人１台端末を活用し、デジタル教科書に加え、絵やアイコ
ンを選んで自分の思いを伝える音声支援ツールを活用しています。また、画像と音声を組
み合わせたカード型の学習ツールを活用し、児童の理解や意欲を高める授業を行っていま
す。Ⅰ部門高等部では Teams内に課題を配布し、教員と生徒がリアルタイムにワークシー
トを共有して学習を進めています。一人一人の実態に応じて操作しやすい形で提示し、主
体的なコミュニケーションや学びの広がりを支援しています。 
Ⅱ部門小学部及び中学部における授業実践について御紹介します。Ⅱ部門小学部（国語・
算数）、中学部（国語・数学）の一部授業で、OneNote やインターラクティブボード等の
デジタルツールを活用し、児童生徒が問題に取り組んだ内容をその場で確認できる仕組み
を取り入れています。これにより、解答後すぐに採点や振り返りを行うことが可能となり、
自身の理解状況を即時に把握できるようになりました。 
従来は時間を要していたフィードバックが即時に行われることで、学習のテンポが向上
するとともに、「わかった」「できた」という達成感をその場で実感できる点が大きな特長
です。 
また、教員にとっても、児童生徒の解答状況や思考の過程をリアルタイムで把握できる
ため、つまずきや理解の偏りに応じた支援を迅速に行うことが可能となりました。さらに、
必要に応じて対面での個別指導や言葉かけを行うことで、デジタルだけでは補いきれない
きめ細やかな関わりを実現しています。 
このように、デジタルの「即時性」とリアルの「寄り添い」を組み合わせることで、よ
り質の高い学びの実現につなげています。 

 

 

 

 

暑さ対策について 

昨年度、Ⅱ部門校舎２階・３階の教室において、連日の暑さによりエアコンの効きが十
分でない状況が見られました。そのため、Ⅱ部門校舎教室内のエアコンのフルメンテナン
ス及びフィルター交換を実施しました。今年度はⅠ部門小学部の一部に遮光カーテンを設
置し、教室環境の改善を図りました。さらに、Ⅱ部門校舎廊下２階・３階の窓ガラスに遮
熱フィルムの貼付を進めており、現在、教員を中心に順次作業を行っています。なお、教
育委員会と相談し、令和９年９月以降、校舎全体の空調改修工事が実施されることが決定
しております。皆様には御迷惑をおかけしますが、引き続き御理解と御協力を賜りますよ
うお願い申し上げます。 
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Ⅱ中３年 国語・数学での学習の様子 Ⅱ小５年 国語・算数での学習の様子 


